
財産の無償貸付（旧大野町西部コミュニティセンター）

平
成
27
年
第
４
回
定
例
会

（
会
期　

12
月
１
日
～
18
日
）

12
月
１
日
か
ら
第
４
回
定

例
会
が
開
か
れ
、
12
議

案
が
上
程
、
さ
ら
に
10
日
に
教
育
振

興
特
別
奨
学
金
条
例
の
制
定
、
過
疎

地
域
自
立
促
進
計
画
（
平
成
28
年
度

～
平
成
32
年
度
）
の
策
定
の
２
議
案

が
追
加
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
４
日
か
ら
行
わ
れ
た
一
般

質
問
に
は
、
13
人
の
議
員
が
登
壇
し
、

執
行
部
と
活
発
な
論
戦
を
展
開
し
ま

し
た
。（
７
～
20
ペ
ー
ジ
参
照
）

最
終
日
に
は
、
提
出
さ
れ
た
14
議

案
を
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

今
定
例
会
に
は
、
延
べ
57
人
の

方
々
が
傍
聴
に
訪
れ
ま
し
た
。

平成27年度 一般会計補正予算（第3号）

6596万6千円
《一般会計予算総額》
２５８億９２６０万４千円減額

道の駅等管理事業

総合文化センター管理事業

小学校施設維持管理事業
2250万円追加

561万6千円 追加

377万円9千円 追加道の駅あさじ駐車場拡張工事

地域活性化、廃校舎有効活用のため無償貸付

旧
大
野
町
西
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
建
物
の
一
部
を
無
償
で
貸
し

付
け
る
も
の
で
す
。

地
域
の
活
性
化
、
廃
校
舎
の
有
効
活
用

の
た
め
、
利
用
事
業
者
を
公
募
し
て
い
ま

し
た
。

応
募
者
の
う
ち
、
葬
儀
の
際
に
使
用
す

る
木
棺
等
の
製
品
を
、
大
分
県
産
材
料
を

使
用
し
て
製
造
販
売
す
る
事
業
を
計
画
し

て
い
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
豊
後
の
ひ

つ
ぎ
が
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

旧大野町西部コミュニティセンター

主な
事業
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豊後大野市教育振興特別奨学金条例の制定

三重総合高校入学時の支援施策で、特別奨学金を給付

市
内
唯
一
の
高
等
学

校
で
あ
る
大
分
県

立
三
重
総
合
高
等
学
校
へ

入
学
す
る
場
合
の
支
援
施

策
で
す
。

地
域
の
将
来
を
担
う
高

い
志
を
持
つ
次
代
の
若
者

育
成
等
を
図
る
た
め
、
三

重
総
合
高
校
に
入
学
し
、

大
学
へ
の
進
学
を
志
す
生

徒
の
う
ち
、
学
業
成
績
、

人
物
と
も
に
特
に
優
秀
な

生
徒
に
対
し
て
、
奨
学
金

を
給
付
す
る
制
度
を
創
設

す
る
も
の
で
す
。

【
本
会
議
で
の
討
論
】

�

反
対
討
論
（
一
部
）��

三
重
総
合
高
校
内
の
取
り
組
み
の

改
革
を
考
え
な
け
れ
ば
、
お
金
を
給

付
し
て
も
本
来
の
定
員
割
れ
の
現
実

は
改
善
で
き
な
い
。
奨
学
金
で
生
徒

の
選
抜
を
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。

地
域
を
考
え
て
の
議
案
提
出
で
あ

れ
ば
、
三
重
総
合
高
校
の
生
徒
一
人

ひ
と
り
に
支
援
を
す
る
の
が
行
政
の

本
来
の
姿
で
は
な
い
か
。
高
得
点
の

生
徒
を
支
援
す
る
よ
り
、
明
る
く
て

規
則
正
し
い
高
校
生
活
を
す
る
生
徒

を
支
援
し
て
い
く
ほ
う
が
よ
い
の
で

は
な
い
か
。

�

賛
成
討
論
（
一
部
）�

市
内
唯
一
の
高
校
が
な
く
な
れ

ば
、地
元
の
高
校
に
行
き
た
く
て
も
、

必
然
的
に
遠
距
離
通
学
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担
や
生

徒
の
肉
体
的
負
担
が
増
加
す
る
も
の

と
思
う
。
人
口
減
少
に
も
拍
車
が
か

か
り
、
地
元
経
済
に
も
多
大
な
影
響

を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。　

現
在
、
定
員
割
れ
が
続
く
三
重
総

合
高
校
に
１
人
で
も
多
く
の
優
秀
で

有
能
な
人
材
を
確
保
す
る
た
め
に

は
、
他
校
に
な
い
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ

る
支
援
策
が
必
要
で
あ
る
。

�

反
対
討
論
（
一
部
）��

自
治
体
が
支
え
る
手
段
は
学
校
全

体
を
三
重
総
合
高
校
に
来
た
い
と
い

う
生
徒
に
応
え
る
べ
き
で
あ
る
。

高
校
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た

め
本
格
的
な
活
動
を
始
め
た
ば
か
り

な
ら
ば
、
高
校
の
中
で
頑
張
っ
て
い

る
生
徒
全
体
に
恩
恵
の
あ
る
補
助
を

充
実
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

支
援
の
目
的
、
手
段
は
ほ
か
に
あ

る
と
考
え
る
。
三
重
総
合
高
校
の
実

績
を
出
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
授
業

や
指
導
そ
の
も
の
を
変
え
て
い
か
な

け
れ
ば
問
題
解
決
に
は
な
ら
な
い
。

�

賛
成
討
論
（
一
部
）�

市
内
唯
一
の
高
校
で
あ
り
な
が
ら

市
内
の
生
徒
の
入
学
者
は
減
少
傾
向

に
あ
り
、
こ
れ
以
上
進
め
ば
取
り
返

せ
な
い
環
境
に
な
る
と
感
じ
る
。
今

こ
そ
自
治
体
の
考
案
が
必
要
で
あ

り
、
今
回
の
条
例
制
定
は
、
高
校
に

対
し
、
市
民
の
関
心
の
一
助
に
な
る

と
確
信
し
て
い
る
。

１
人
で
も
多
く
の
市
民
が
三
重
総

合
高
校
に
関
心
を
持
ち
受
験
し
、
本

年
度
よ
り
来
年
度
、
来
年
度
よ
り
再

来
年
度
に
多
く
の
人
材
が
集
結
す
る

こ
と
を
期
待
す
る
。

特別奨学金の概要
・特別奨学金額　月額３万円
・給 付 期 間　正規の就学期間の範囲内
・対 象 者　�本市に住所を有し、大学進

学を志す生徒で、学業成績・
人物ともに優秀な者（各学
年最大 10 名）

12月定例会（主な議決事項）
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